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コレステロール、中性脂肪、喫煙歴、アルコール摂取量を用いた。統計学的解析は、JMP version 12.0(SAS 
Institute Inc., Cary, North Carolina) を用いた。 
 
【結果】開始時のBMIはNAFLD寛解群において男性24.8 kg/m2 女性25.1 kg/m2とNAFLD持続群の男性26.0 
kg/m2 女性 26.3kg/m2より男女とも有意に低値であった(P < 0.05)。男性では NAFLD 寛解群では運動習慣のある
人が17.2 %とNAFLD持続群の11.2 %より有意に多く(P < 0.05)、女性においても同様の傾向を認めた(P = 0.36)。
運動習慣のNAFLD寛解に対する調整ハザード比は男性では1.46 (95% 信頼区間1.10–1.95)、女性では1.45 (95% 
信頼区間0.66–3.16)となった。 
 
【考察】男性では運動習慣がある場合、有意にNAFLDが寛解することが示された。既報では運動による脂肪肝
改善効果がランダム化比較対象試験により示されているが、いずれも対象者が少なく、観察期間が短い。我々の
研究の強みは大規模な人間ドック受診者を対象とした１０年に及ぶ長期間の観察であることである。また、腹部
超音波検査を用いて標準化された診断基準によりNAFLDを診断し、標準化された問診票を用いて運動習慣を聴
取している。 
NAFLDの寛解に運動習慣が寄与した機序については次のように考えられる。肝臓の脂肪化には脂肪酸の酸化
と合成が枢軸的な役割を担っている。アディポネクチンとAMPKは脂肪酸の酸化に関連しており、AMPKはア
ディポネクチンのシグナルを活性化させる。運動はアディポネクチンと AMPK 活性を増加させる事により中性
脂肪の合成を減少させ、肝臓内におけるSREBP-1cレベルを減少させる。つまり、運動によりAMPK回路を活
発化させ、SREBP-1c回路を抑制させることで、脂肪肝に対して保護的な効果があると考えられる。 
 我々の研究においてNAFLDの寛解と運動の関連が男性のみで統計学的に有意であり、女性では同様の傾向を
認めるものの有意差は認められなかった。その理由としては、女性のNAFLD症例数は男性より少数であったた
め、十分な検出力が得られなかった可能性がある。 
 この研究にはいくつかの限界がある。まず、NAFLDの診断に肝生検を用いていない事である。しかし、人間
ドック受診者を対象に、脂肪肝を診断する目的で肝生検を実施することは倫理的に許容されず、腹部超音波によ
る検査も一定の基準を設ければ十分に有用と考えられる。第二に運動習慣について質問紙を用いており、個人に
より運動習慣の実情が異なる可能性がある。加えて、運動の強度や運動の種類について、例えばレジスタンスや
有酸素運動などの評価が十分にできていない。ただ、この研究は元々運動習慣のNAFLD寛解に対する影響を見
た研究であるので、この点に関しては深く掘り下げていない。また食事摂取の状況については把握できておらず、
その点に関しても考慮されていない事である。 
 
【結論】我々は初めてNAFLDの寛解と運動習慣が関連するエビデンスを大規模な継時研究から報告した。男性
において、週１回以上の運動習慣があるとNAFLDが寛解しやすくなることが示された。 
